
 

  

 

 

 

第三次名張市子ども読書活動推進計画 

令和３年度第１回施策進捗状況調書 
 

 

 

 

 

 

 

 

                 

令和３年１０月 

名 張 市 

名張市教育委員会 

 



 

  

 

目   次 

 

 

 

１．指針１：家庭、保育所（園）及び認定子ども園・幼稚園等における読書の推進   ・・・・・・・・・・１ 

 

２．指針２：小・中学校における読書の推進  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

 

３．指針３：市立図書館における読書の推進  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



指針１：家庭・保育所（園）及び認定こども園・幼稚園等における読書活動の推進 令和３年１０月作成

１　絵本の充実と整備

令和２年度 令和３年度 令和４年度（案）

・絵本貸出：１０園（前年度比１園減）
・廃棄した絵本と同じ絵本を更新しま
した。：５園６７冊
・絵本は表紙が見えるように置いた
り、年齢に合わせた本棚の高さにし
たりするなど、子どもたちが手を伸ば
して絵本に触れられるようにしまし
た。また、ソファーを置きゆったりと見
られるようにしたり、絵本を囲んで友
だちと一緒に見られるような机の配
置をするなどの環境を整えました。

・子どもの興味や年齢、発達に応
じた絵本の確保、絵本の修理や
絵本コーナーの設置・充実等の環
境整備に努めています。
・人気の絵本は消耗しやすいの
で、修理や再購入するなど、繰り
返し好きな絵本に親しめるように
しています。

・絵本の購入や絵本コーナー
の整備等、絵本に親しめる環
境整備を進めます。
・人気の絵本は消耗しやすい
ので、修理や再購入するな
ど、繰り返し好きな絵本に親し
めるようにします。

・図書館訪問：中止（前年度比８園
減）
・移動図書館：６園（前年度比１園減）
・団体貸出：５園（前年度比３園減）

・コロナ禍で図書館訪問は控え、
移動図書館を活用しています。

・図書館訪問や移動図書館、
団体貸出を活用し、絵本環境
の充実を図ります。

・年齢や発達、季節や行事に応じた
絵本環境の充実に努めます。
・団体貸出を活用し季節や行事に
合った絵本や幅広いジャンルの絵本
を整え、絵本に触れることができる環
境の充実を図ります。

課題

第三次名張市子ども読書活動推進計画施策進捗状況調書

施策・方針
実績

ア　絵本等の整備費の確保を図り、子どもの年齢やそれぞれ
の発達に応じた絵本と、子どもが魅力ある本を手に取って見
ることができる環境を充実させます。

イ　子どもと本の出合いをより充実させるために、保育所（園）
及び認定こども園・幼稚園等は、図書館訪問や移動図書館、
団体貸出の活用を推進します。
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２　 読書活動推進のための取組

令和２年度 令和３年度 令和４年度（案）

・園内研修の実施：６園
・研修会への参加：５園
・講師研修：２園

・コロナ禍で外部研修や講師依頼
は控えています。
・保育カリキュラムに絵本や言葉
についての内容を位置付けてい
ます。

・職員の選書能力や読み聞か
せ技術を高め、保育の中で読
書習慣の定着を図ります。
・引き続き、保育カリキュラム
に絵本や言葉についての内
容を位置付けていきます。

＜ブックスタート＞
・こども支援センターかがやき：月３回
１５１世帯
・マイ保育ステーション「おひさま」：月
１回２９世帯

・コロナ禍で保育参観や親子読み聞
かせの機会は見送りました。
・保護者研修：２園
・なかよし広場での読み聞かせ：１５
園（前年度比３園増）
・保育参観や親子読み聞かせの実施
は見送りましたが、園だよりや掲示、
ホームページで絵本や読み聞かせ
の大切さを伝えました。
・玄関やテラスにおすすめの絵本を
展示し、手に取って見ることができる
ようにしました。

・こども支援センターかがやきとマ
イ保育ステーション「おひさま」で、
ブックスタートを実施しています。
・なかよし広場で読み聞かせをし
ています。
・園だよりや掲示、ホームページ
で保護者に絵本の大切さを伝え
ています。
・玄関やテラスにおすすめの絵本
を展示しています。

・ブックスタートを実施します。
・なかよし広場を開催し、読み
聞かせの機会を設けます。
・保護者への啓発に努めま
す。

施策・方針
実績

ア　保育士や保育教諭、幼稚園教諭を対象に、子どもの年
齢、成長に適した選書や読み聞かせの効果的な方法等を学
ぶ研修を充実させます。

イ　保護者と子どもが本を介してコミュニケーションを深めるた
めに、ブックスタート事業を継続するとともに、保護者向けの
読書活動に関する講座を開催する等、家庭、保育所（園）及
び認定こども園・幼稚園等へ積極的に支援します。
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・わらべ歌遊びで親子ふれあいの機
会を設けました。
・音の出る絵本や乗り物、動物など乳
児向けの絵本を充実しました。

＜こども支援センターかがやき＞
・ボランティアによる読み聞かせや手
遊び：６回
・保護者向け絵本研修開催：１回
・大人向けの絵本の読み聞かせや紹
介：２回
＜マイ保育ステーション＞
・絵本を楽しむ会を毎月１回実施。読
み聞かせをした絵本や季節や年齢に
応じた絵本を用意し、親子で楽しむ
時間を設けました。

・わらべ歌遊びで親子ふれあいの
機会を実施しています。

＜こども支援センターかがやき＞
・ボランティアによる読み聞かせ
や手遊び：年６回実施予定
・保護者向け絵本研修開催予定
＜マイ保育ステーション＞
・絵本を楽しむ会：毎月１回実施。
・親子ふれあい遊びや絵本の読
み聞かせ、季節や年齢に応じた
絵本の紹介をしています。

・未就園の親子対象にわらべ
歌や読み聞かせの時間を確
保し、絵本との出会いのきっ
かけ作りに努めます。

・ボランティアによる読み聞かせや手
遊び：３回（前年度比３園減）

・ボランティアの来園は控えてい
ます。

・ボランティアの協力を得なが
ら子どもの絵本への興味関心
を高めていきます。

・絵本の読み聞かせや紹介等保護者
に乳幼児期からの読書週間の大切さ
を伝えたり、職員間で読書の大切さ
を再確認するなど「子ども読書の日」
に関連した取り組みをしました。　全
園１９園　（前年度比２園増）
・読書の日以外に、日常的に絵本に
触れる機会を設け、保育の中では毎
日読み聞かせを実施しています。
・園内で絵本の貸し出しの実施：１０
園（前年度比２園減）

・「子ども読書の日」に関連した取
り組みや読み聞かせ、絵本紹介
など年間を通して保護者に乳児
期からの読書の大切さを伝えてい
ます。
・日常的に絵本に触れる機会を設
け、保育の中では毎日読み聞か
せを実施しています。
・絵本貸出日を設けています。

・「子ども読書の日」に関連し
た取組や、読み聞かせや絵
本紹介など、年間を通して保
護者に乳児期からの読書の
大切さを引き続き伝えていき
ます。

オ　「子ども読書の日」の周知を図り、保育所（園）及び認定こ
ども園・幼稚園等において、子どもが絵本に親しめる環境整
備に取り組みます。

ウ　こども支援センターかがやきやマイ保育ステーションで
は、乳幼児期からわらべうたや読み聞かせ等に親しむ時間を
十分確保し、子どもが絵本に出合うきっかけづくりを充実させ
ます。

エ　こども支援センターかがやきやマイ保育ステーション、保
育所（園）及び認定こども園・幼稚園等でそれぞれの課題を
整理しつつ、子育て支援員の活用や市立図書館との協働に
より、読み聞かせや読書環境の整備等、ボランティアの効果
的な活用を推進します。
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・コロナ禍だからこそ、絵本との出会
いや親子触れ合いの大切さを保護者
に伝えていくようにします。
・「子ども読書の日」に関した取組や
保育の中で読書習慣の定着を図りま
す。
・保育カリキュラムの中に絵本や言
葉についての内容を位置付けていき
ます。

【数値目標】

成果指標
目標値
２０２２（令和４）年度

２０２０（令和２）年度 ２０２１（令和３）年度 ２０２２（令和４）年度

「子ども読書の日」に向けた取組を実施
している施設

１７施設 全施設（１９施設） 　

課題
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指針２：小・中学校における読書活動の推進 　　　令和３年１０月作成

１　学校図書館の資料の充実

令和２年度 令和３年度 令和４年度（案）

・各校の蔵書比率をデータ処理し、
蔵書比率の適正化に向け、書籍購
入の際に学校司書が助言を行いま
した。
・学習指導要領改訂に伴い、教科書
に紹介されている図書の積極的・優
先的な購入を進めました。（１５校２
９７冊）
・子どもが読書への興味関心を高
め、読書の幅を広げることができる
よう「リクエスト制度」等を取り入れる
ようにしており、市内１９小中学校の
うち１６校で実施しました。（小学校１
１校、中学校５校）また、今後「リクエ
スト制度」が確立するように努めてき
ました。

・各校の蔵書比率をデータ処理
し、蔵書比率の適正化に向け、
書籍購入の際に学校司書が助
言を行っています。
・学習指導要領改訂に伴い、教
科書に紹介されている図書の積
極的・優先的な購入を進めてい
ます。
・新刊購入に児童・生徒の希望を
反映させる「リクエスト制度」を取
り入れる等、子どもが読書への
興味関心を高め、読書の幅を広
げることができる取組を実施して
います。「リクエスト制度」は、市
内１９小中学校のうち９校（小学
校４校、中学校５校）で実施して
います。

・各校の蔵書比率をデータ処理
し、蔵書比率の適正化に向け、
今後も書籍選定の際に学校司
書が情報提供を行います。
・子どもが読書への興味関心を
高め、読書の幅を広げることが
できるよう、「リクエスト制度」等
の取組を工夫し、図書館資料の
整備を進めます。

ふるさと学習の推進のため、郷土資
料の充実を図りました。

ふるさと学習の推進のため、郷
土資料の充実を図っています。

ふるさと学習の推進のため、継
続的に郷土資料の充実を図り
ます。

・市立図書館等と連携・協力を図り
ながら、学校図書館の資料の充実
を図りました。団体貸出は、市内１４
小学校のうち１１校が利用しました。
（昨年度比１校減）

・コロナ禍で市立図書館等との連
携は、思うようにできておらず、団
体貸出は、市内１４小学校のうち
１校の利用にとどまっています。

・市立図書館等と連携・協力を
図りながら、学校図書館の資料
の充実を図ります。

・市立図書館の団体貸出を利用す
る学校が１校減となった。市立図書
館との連携をよりいっそう図りなが
ら、利用校増をめざすことが必要で
す。

第三次名張市子ども読書活動推進計画施策進捗状況調書

課題

ア　各学校の実情に応じた図書館資料の整備を、蔵書比率
を考慮しながら推進します。

イ　ふるさと学習「なばり学」を促進するため、名張の地域教
材等、多種多様な形態の資料の収集を推進します。

ウ　市立図書館等と協働し、団体貸出等を利用しながら、子
どもや学校のニーズに応える図書の整備を推進します。

施策・方針
実績
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２　人的体制の整備

令和２年度 令和３年度 令和４年度（案）

・学校司書４人が、学校図書館教育
充実事業モデル校４校を中心に市
内１９校の小中学校を巡回し、全て
の学校において学校図書館整備や
授業支援等の子どもの読書活動推
進の支援を行いました。授業支援に
ついては、学校司書がブックトーク
や図書館の利用の仕方、本の紹介
や本の分類の仕方等、延べ２４回の
支援を行いました。

・引き続き学校司書を配置し、司
書教諭をはじめとする図書館教
育担当者が「学校図書館連絡
ノート」を活用しながら連携を密
にして、子どもの読書活動を推進
し、図書館利用の増加を目指し
ています。
・授業支援として、学校司書が
ブックトークや図書館の利用の仕
方等のオリエンテーションを行っ
ています。

・学校司書と司書教諭をはじめ
とする図書館担当者が連携を
密にして、子どもの読書活動を
推進し、図書館利用の増加を目
指します。

・教育センターと各学校の司書教諭
等が情報を共有し、学校司書は司
書教諭や子どもたちが活動する委
員会活動の助言や支援を行いまし
た。

・学校図書館担当者会において、
教育センターと各学校の司書教
諭等が情報を共有し、学校司書
は司書教諭や子どもたちが活動
する委員会活動の助言や支援を
行っています。

・学校図書館担当者会におい
て、学校図書館充実事業モデ
ル校の先進的な取組について
広く周知を図り、全校での情報
の共有・交換等で、各校で活用
できるようにします。

・司書教諭等や学校司書、学校図
書館ボランティアを対象とした研修
講座を市立図書館と連携して３回実
施し、延べ８４人の参加がありまし
た。（昨年度比４５人減）

・司書教諭等や学校司書、学校
図書館ボランティアを対象とした
研修講座を９月に予定していまし
たが、新型コロナウイルス感染症
拡大により中止となりました。

・司書教諭等や学校司書、学校
図書館ボランティアを対象とし
た研修講座を実施します。
・学校図書館ボランティアが情
報交換し、ボランティアの幅を
広げることができる交流会の場
を設定します。

・学校司書による支援として、図書
館運営支援だけではなく、授業や委
員会活動の支援など、さらに活動を
広げていく必要があります。

課題

ア　学校司書を引き続き配置し、更に増員することで、各学
校の図書館整備と子どもの読書活動を推進します。

イ　教育センターと各学校の司書教諭等が情報を共有し、
協働しながら学校図書館の充実に向けた支援体制を確立し
ます。

ウ　司書教諭等や学校司書、学校図書館ボランティアの資
質能力の向上を目指し、より一層研修を充実します。

施策・方針
実績
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３　読書活動推進のための学校の取組

令和２年度 令和３年度 令和４年度（案）

・全学年で学校図書館を活用した授
業が計画的に行われるよう、学校図
書館の役割を明記した各学年の年
間指導計画については、１３校が作
成することができています。
・学校図書館を活用した活動充実の
ために、司書教諭と学校司書との連
携を図りました。
・調べ学習において、資料を全員で
共有できるようにタブレット型端末も
活用しながら本への興味関心をさら
に深め、授業の充実を図りました。
・生徒の貸出可能冊数を増やすこと
や、先輩からのお薦めの本を紹介
する「読書郵便」等を実施すること
で、中学校における学校図書館の
活性化や生徒の読書量の増加に取
り組みました。
・コロナ禍において、図書委員が放
送で読み聞かせをするなど、工夫し
て委員会活動を進めました。また、
新型コロナウイルス感染症拡大防
止として、学校図書館のカウンター
前に間隔をあけて整列するための
目印をつけることや椅子を間隔をあ
けて配置すること、３密を回避する
ために本を借りた後は各教室で読
書をするようにすることなどに取り組
みました。

・全学年で学校図書館を活用し
た授業が計画的に行われるよ
う、学校図書館の役割を明記した
各学年の年間指導計画につい
て、すべての学校に作成を促しま
す。
・学校図書館を活用した活動充
実のために、司書教諭等と学校
司書との連携を一層進められる
よう働きかけています。
・コロナ禍において、図書委員が
放送で読み聞かせをする等、工
夫して委員会活動を進めていま
す。

・学校図書館を活用した活動充
実のために、司書教諭等と学校
司書が連携を一層進められる
よう、打ち合わせ時間の確保で
きるように働きかけます。

・コミュニティ・スクールと連動し、ボ
ランティア等と協力し、夏季休業中
に学校図書館の開放を進めるなど、
地域とともに子どもの読書活動を推
進しています。本年度は、小学校で
５校、中学校で３校実施しました。
（昨年度比：小学校１校減、中学校１
校増）

・コロナ禍で活動が制限される
中、地域づくり組織等と協力し、
読み聞かせや図書室の整備を行
うなど、地域とともに子どもの読
書活動を推進しています。夏休
みの図書館開放は、本年度、小
学校の１校にとどまっています。

・地域づくり組織等と協力し、長
期休業中に学校図書館の開放
を進めるなど、地域とともに子ど
ものの読書活動を推進していき
ます。

ア　多様な読書活動を各教科等の指導計画に位置付け、調
べ学習等における学校図書館の活用を推進します。

イ　学校図書館ボランティア等と協力し、読み聞かせや環境
整備、図書館資料の整備等に取り組み、学校図書館を地域
に開放する等、コミュニティ・スクールと連動させた学校図書
館の充実を推進します。

施策・方針
実績
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教育センターから４月２３日の子ども
読書の日に合わせ「としょだより」を
発行することで、保護者等へファミ
リー読書（家読）を周知し、家庭にお
ける読書習慣を推奨しました。ま
た、読書週間や学年末に発行する
「どくしょだより」や各小・中学校が発
行する「図書館だより」により、積極
的に子どもたちの読書活動を推進し
ました。

・各小・中学校が「図書館だより」
等の発行により、ファミリー読書
（家読）を保護者等へ周知し、積
極的に読書活動を推進していま
す。教育センターから４月２３日
の子ども読書の日に合わせ「と
しょだより」を発行することで、保
護者等へファミリー読書（家読）を
周知し、家庭における読書習慣
を推奨しました。

・各小・中学校が「図書館だよ
り」等の発行により、ファミリー
読書（家読）を保護者等へ周知
し、積極的に読書活動を推進し
ます。

・市立図書館と連携し、図書館流通
センター（TRC）スタッフによる小学
校の図書館訪問を実施しました。

・市立図書館との連携による小学
校の図書館訪問は、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大により中
止となりました。

・コロナ禍における感染対策を講じ
た中での読み聞かせや催事の開催
等読書活動の推進を考えていく必
要があります。

【数値目標】

成果指標
目標値
〔２０２２（令和４）年
度〕

２０２０（令和２）年度 ２０２１（令和３）年度 ２０２２（令和４）年度

　全国学力・学習状況調査の質問「学
校の授業時間以外に、ふだん（月～金
曜日）、１日あたりどれくらいの時間、読
書をしますか」において、３０分以上と回
答する児童生徒の割合。（教科書・参考
書、漫画雑誌は除く）

【小学生】　４０％
【中学生】　３０％

【小学生】　　３６．５％
【中学生】　　２４．５％

【小学生】　３４．３％
【中学生】　２５．２％

課題

ウ　ファミリー読書（家読(うちどく)）を保護者等へ周知し、積
極的に推進します。

エ　市立図書館等と協働し、図書館職員による学校訪問等
を利用しながら、学校図書館の活性化を推進します。

※小学生の数値は小学校６年生児童、中学生の数値は中学校３年生生徒（全国・学力学習状況調査実施学年）
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指針３：市立図書館における読書活動の推進 令和３年１０月作成

１　市立図書館の児童書の充実

令和２年度 令和３年度 令和４年度（案）

市立図書館の全蔵書冊数に対する
児童書の割合は２１．６％で、全蔵
書冊数３０２，２３０冊のうち、児童
書冊数は、６５，２６０冊となってい
ます。また、図書購入費は、６，１６
６，４９６円（雑誌新聞含まず）となり
ました。
団体貸出に配慮して、大型絵本や
調べ学習の資料等、児童の発達段
階に応じた資料収集を行いました。
また８，１５６ 冊（昨年度１０，３６５
冊）の団体貸出や図書寄贈（児童
書約２,０００冊）がありました。

団体貸出に関して、大型絵本や
調べ学習の資料等、児童の発達
段階に応じた児童書（２７７冊）を
収集しました。また、１，００５冊の
団体貸出や図書寄贈の受入を行
いました。

団体貸出に関して、学校の図書
館担当者と図書館教育担当者会
等で情報交換を積極的に行い、
必要な児童書の収集を進めま
す。

内容が古くなったり、傷みが激しく
なったりした児童書の更新を進めま
した。

内容が古くなったり、傷みが激しく
なったりした児童書の更新を進め
ます。

蔵書のバランスに配慮しながら、
児童サービス担当司書等と連携
し、計画的な更新を進めていきま
す。

点字図書や録音図書に関する情報
収集や、おはなし室に、洋書えほん
コーナー（約２００冊）を設置してい
ます。伊藤忠記念財団からＤＡＩＳＹ
（音声と一緒に文字や画像が表示
されるデジタル図書（ＣＤ４枚組２０
２０版４１作品）の寄贈を受けまし
た。

点字図書や録音図書・外国人の
子どものための外国語の図書に
関する情報収集及び購入を進め
ます。

点字図書や録音図書、外国語図
書等の選定のため引き続き情報
収集を進め、多様な児童に対応
できる資料収集を進めます。

第三次名張市子ども読書活動推進計画施策進捗状況調書

施策・方針
実績

ア　保育所（園）及び認定こども園・幼稚園等や、学校図書館
への団体貸出に配慮した児童書の収集を行います。

イ　長く読み継がれて傷みが激しくなった児童書を更新しま
す。

ウ　身体の不自由な子どものための点字図書や録音図書・外
国人の子どものための外国語の図書の充実を推進します。
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電子書籍等については、資料として
利用できる図書が限られるため、現
状では収集に至っていませんが、
システム更新にあたり電子書籍に
対応可能な図書館システムを導入
しました。

引き続き、図書館資料として利用
できる電子書籍等の情報収集に
努めます。（県内図書館の導入状
況等）

引き続き、図書館資料として利用
できる電子書籍等の情報収集に
努めます。（県内図書館の導入状
況等）

市立図書館の蔵書構成に留意しな
がら、児童書の充実を図る必要が
あります。

エ　図書館資料として利用できる、電子書籍等の情報収集に
努めます。

課題
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２　人的体制の整備

令和２年度 令和３年度 令和４年度（案）

児童サービス担当司書を配置し、
利用しやすい児童書コーナーのレ
イアウトを工夫する等、児童への図
書館サービスの充実に努めまし
た。
児童サービス担当司書を中心に、
新型コロナウィルス感染症に伴う、
読書機会減少の対策について検討
を行い、「お楽しみパック（子ども向
け）（図書館司書選書による３～５
冊の本の詰め合わせ）の貸出サー
ビスを提供する等の取組を行いま
した。

児童サービス担当司書を配置し、
新型コロナウィルス感染症に伴
う、読書機会減少の対策ついて、
検討を行い、引き続き、「お楽しみ
パック（子ども向け）」の貸出サー
ビスを提供する等の取組を行って
います。

児童サービスに関する専門的な
知識を習得した児童サービス担
当司書を継続して配置すると共
に、全職員及びスタッフのスキル
アップを図り、児童サービスの向
上につながるおはなし会等の行
事について、ボランティアと連携し
て、充実を図っていきます。

各種団体の実施する子ども読書活
動推進に関わる研修会の情報収集
に努め、おはなし会ボランティアへ
の情報提供を行いました。（情報件
数：３件）
教育センターと連携して、図書館ボ
ランティア研修講座（『よりよい読み
聞かせとは～家庭で、学校で、地
域で～』（全３回）を実施しました。

各種団体の実施する子ども読書
活動推進にかかわる研修会の情
報収集に努め、おはなし会ボラン
ティアへの情報提供を行っていま
す。（情報件数：１件）
教育センターと連携して、図書館
ボランティア研修講座（『読み聞か
せブラッシュアップ～楽しくなる読
み聞かせのヒント』（全２回）を実
施します。

職員やボランティアの児童サービ
スへの技術力の向上につながる
ステップアップを図るための研修
会を、図書館と教育センターが連
携して実施すると共に、関係団体
が主催する研修会等の情報提供
を行う等、サービスの向上につな
がる取組を推進します。

ボランティア組織立ち上げに向け、
情報発信のためネットワークを作成
しました。

ボランティアに向けた、情報発信
のためネットワークにより、組織主
体の事業推進を図ります。

ボランティアに向けた、情報発信
のためネットワークにより、組織主
体の事業推進を図ります。

子どもと本のつなぎ手となる専門的
な知識と技術を有する図書館司書
の配置と共に、様々なボランティア
の協力を得た多様な事業展開が必
要です。

ウ　市立図書館のボランティアや、学校図書館ボランティアの
ほか、子どもの読書活動にかかわるボランティアグループの
体制づくりを進めます。

課題

イ　職員やボランティアの児童サービスの技術力の向上につ
ながる研修等を、教育センターと協働して実施します。

施策・方針
実績

ア　児童サービスに関する専門的な知識を修得した、児童
サービス担当司書を継続して配置します。
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令和２年度 令和３年度 令和４年度（案）

新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、保育所（園）及び認定子
ども園・幼稚園の児童の図書館訪
問の受け入れを中止しました。
おはなし会等を実施しました。（延
べ２３回、２０３人参加（昨年度比、
４９回減、６２９人減））
子ども読書の日関連行事として、例
年開催していた拡大版おはなし会
は、新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、中止しました。
図書館まつりを開催し、おはなし会
を実施しました。（８月８日開催：１４
人参加（昨年度比８０人減）

新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため、保育所（園）及び認
定こども園・幼稚園の児童の図書
館訪問の受け入れを中止してい
ます。
おはなし会等を実施しました。（延
べ　　２４回、２３６人参加）
子ども読書の日関連行事として、
例年開催していた拡大版おはなし
会は、新型コロナウイルス感染症
拡大防止対策を実施し開催しまし
た。（５月１日開催：１７人参加）
図書館まつりを開催し、おはなし
会を実施しました。（７月３１日開
催：延べ６６人参加）

催事に参加いただいたボランティ
アの意見を広く聴取し、子どもが
参加したくなる企画を一層充実さ
せていきます。

５月の臨時休館の間に、おはなし
室の紙芝居の整備や「ちしきの絵
本」・「えいごの絵本」コーナー設置
等の絵本の設置コーナーの充実を
図りました。
天井等改修工事による一部業務縮
小の対応として、移動図書館を未
巡回日に開放する等の児童書の利
用促進を図りました。
ブックスタート事業を実施しました。
（９月～１２月の間は、図書館天井
等改修及び照明設備改修工事のた
め、こども支援センターかがやきで
実施。事業の説明、読み聞かせ：１
６６人参加（昨年度比７８人減））

９月の臨時休館の間に、児童コー
ナーに、子育て情報コーナー設置
等の充実を図りました。
ブックスタート事業を実施しまし
た。事業の説明、読み聞かせ：５８
人参加

児童サービス担当司書が中心と
なり、いつでも児童書についての
質問や読書相談に対応できるよう
サービス内容の充実を図ります。

保育所（園）への団体貸出（貸出冊
数：３，１４０冊（昨年度比２，１４４冊
増））及び保育所（園）への移動図
書館の巡回を実施しました。（巡回
所（園）数：７施設）

,保育所（園）への団体貸出（貸出
冊数：１，３６０冊及び保育所（園）
への移動図書館の巡回を実施し
ました。（巡回所（園）数：７施設）

市保育施設への情報提供を積極
的に行い、保育所（園）及び認定
こども園・幼稚園等の団体貸出に
ついては、関係者との連携を密に
して、ニーズに合った図書の団体
貸出を行います。

施策・方針
実績

ア　子どもを対象にしたサービスの内容や催しの在り方を再
検討して、子どもが興味を持ち参加したくなる催し物等を開催
することで、子どもの読書活動を積極的・計画的に推進しま
す。

イ　児童サービス担当司書が中心となり、いつでも児童書に
ついての質問や読書相談に対応できるようサービス内容の
充実を図ります。

３　地域における子どもの読書活動推進のための取組

ウ　保育所（園）及び認定こども園・幼稚園等の、団体貸出利
用を促進します。

-12-



ヤングアダルトを含めた図書館の
利用を促進するため、県立高等学
校司書からアドバイスをいただくと
共に、新型コロナウィルス感染症拡
大防止の動向を注視して、高校生
ビブリオバトルへの後援やリサイク
ル本の提供を県立高等学校へ行う
ことや自習席を設置しました。

引き続き、県立高等学校司書から
アドバイスをいただくと共に、新型
コロナウィルス感染症拡大防止の
動向を注視して、高校生ビブリオ
バトルへの後援やリサイクル本の
提供を県立高等学校へ行うことや
自習席を設置しています。

県立高等学校図書館や高等専門
学校図書館との連携を深め、相
互の図書館の効果的な活用を図
ることにより、ヤングアダルトを対
象にしたサービスを充実します。

子育てを支援する組織等と協働し、
ブックスタート事業や子ども向けに
児童書の特集展示を実施しました。
（テーマ数：１７テーマ、延べ展示冊
数：１，６４４冊（昨年度比３テーマ
減、７７７冊減）

子育てを支援する組織等と協働
し、ブックスタート事業や子ども向
けに児童書の特集展示を実施し
ています。（テーマ数：１０テーマ、
延べ展示冊数：１，１８６冊）

市保育施設の会議等の機会を活
用し、保育所（園）及び認定こども
園・幼稚園等からの図書館訪問を
積極的に働きかけると共に、ブッ
クスタート事業を継続します。

子育てを支援する施設（こども支援
センター・市保育施設等）や子ども
の読書活動を推進する主体（学校
図書担当者等）との協働が、引き続
き必要です。

エ　県立高等学校図書館や高等専門学校図書館との連携を
深め、相互の図書館の効果的な活用を図ることにより、ヤン
グアダルトを対象にしたサービスを充実します。

オ　子育てを支援する様々な主体と協働して、親子がくつろい
で読書を楽しめる環境づくりを進めます。

課題

-13-



令和２年度 令和３年度 令和４年度（案）

図書館協議会の小中学校校長会
や県立高等学校司書からアドバイ
スをいただくと共に、新型コロナウィ
ルス感染症拡大防止の動向を注視
して、高校生ビブリオバトルへの後
援やリサイクル本の提供を県立高
等学校へ行うことや自習席を設置
し、中高生が図書館を訪れる契機
となる取組を進める等、ヤングアダ
ルトを対象にしたサービスの充実を
図りました。
新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、なばり本の帯コンクール
（昨年度応募点数：８０７点）は中止
しました。

図書館協議会の小中学校校長会
や県立高等学校司書からアドバ
イスをいただくと共に、新型コロナ
ウィルス感染症拡大防止の動向
を注視して、高校生ビブリオバト
ルへの後援やリサイクル本の提
供を県立高等学校へ行うことや自
習席を設置し、中高生が図書館を
訪れる契機となる取組を進める
等、ヤングアダルトを対象にした
サービスの充実を図っています。
新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため、なばり本の帯コン
クールは中止しました。

図書館教育担当者や学校司書か
ら、団体貸出に必要な資料を提案
いただくと共に、学校図書館支援
の機会を通じて、情報収集を行
い、必要な図書を収集する等、学
校図書館の支援に努めます。

新型コロナウィルス感染症の状況
により、子どもの施設見学（昨年
度：小学校５校）及び職場体験（昨
年度：中学校４校、高校１校）の受
け入れを中止しました。

新型コロナウィルス感染症の状況
により、子どもの施設見学及び職
場体験の受け入れを中止しまし
た。

子どもの施設見学や職場体験を
積極的に受け入れると共に、子ど
もが図書館に一層興味を深めて
もらえる展示や配架に努めます。
また、移動図書館のステーション
の見直しにより、市内全小学校へ
の巡回に向けた検討を進めます。

学校に出向いての学校図書館支援
については、新型コロナウィルス感
染症の状況により、各校１回（例年
２回）で実施しました。

学校に出向いての学校図書館支
援については、新型コロナウィル
ス感染症の状況により、中止しま
した。また、移動図書館のステー
ションの見直しにより、令和３年度
より箕曲小学校へ巡回していま
す。

学校に出向いての学校図書館支
援については、以前と同様の支援
が困難なため、それ以外の方法
について、検討を進め、、可能な
限り学校の要望を反映するよう努
めます。

小中学校の図書館教育担当者会
や学校図書館支援の機会をとら
え、団体貸出の広報・利用拡充の
ために情報提供を推進しました。

小中学校の図書館教育担当者会
や学校図書館支援の機会をとら
え、団体貸出の広報・利用拡充の
ための情報提供を推進していま
す。

小中学校の図書館教育担当者会
や学校図書館支援の機会をとら
え、団体貸出の広報・利用拡充の
ための情報提供を推進していま
す。

ア　小・中学校の司書教諭等や学校司書及び県立高等学校
司書との連携を強化し、学校図書館支援を推進します。

イ　子どもの施設見学・職場体験を積極的に受け入れ、図書
館への興味を深めることにより子どもの読書活動を推進しま
す。

ウ　学校に出向いてのブックトークや読み聞かせ等を行う学
校図書館支援を継続します。

エ　県立図書館が実施する可能な限りの児童書新刊全点収
集を活用し、学校図書館支援を推進します。

施策・方針
実績

4　市立図書館による学校図書館支援
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今後も新型コロナウィルス感染症
拡大防止のため、３密（密閉・密集・
密接）の対策を実施しながら、子ど
もの施設見学等の受入、学校図書
館訪問、団体貸出の利用促進等を
通じての学校図書館支援を推し進
める必要があります。

【数値目標】

成果指標
目標値
２０２２（令和４年度）

２０２０（令和２）年度 ２０２１（令和３）年度 ２０２２（令和４）年度

全貸出冊数のうち児童書貸出冊数 １８０，０００冊 ３９，８５０冊

課題
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